
一

寄
　
　
稿

巖
谷
小
波
日
記
　
翻
刻
と
注
釈

―
明
治
三
十
七
年
（
十
月
～
十
二
月
）

―
小
波
日
記
研
究
会

《
ま
え
が
き
》

こ
こ
に
翻
刻
す
る
巖
谷
小
波
の
資
料
は
、
明
治
三
十
七
年
「
当
用
日
記
」
の
十
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
で
あ
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
と
同
様
、
原
則
と
し
て
削
除
さ

れ
た
箇
所
は
省
き
、
削
除
さ
れ
て
い
な
い
文
字
は
す
べ
て
翻
刻
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
特
記
す

べ
き
点
が
あ
れ
ば
、
各
日
の
末
尾
に
注
で
示
し
た
。

　
　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
一
日

猪
狩　

友
一

木
村
八
重
子

竹
田　
　

修

中
川
理
恵
子

（
五
十
音
順
）

《
本
文
》

明
治
三
十
七
年　

当
用
日
記

十
月
一
日
（
土
）　
晴

八
時
後
出
勤　

日＊

露
戦
史
艸
初

午
後
四
時
本
郷
座
見
物　

竹
柴
、
水
口
、
徳
田
同
行

狂
言　

フ
ラ
ン
チ
ス
カ
、
高
野
聖
、

　
　

高
田
、
藤
沢
、
佐
藤
、
河
合

〔
出
〕
本
郷　
　
　

１
、７
０

【
注
】
＊
日
露
戦
史
艸
初
…
『
少
年
日
露
戦
史
第
五
編
（
得
利
寺
の
巻
）』
を
起
筆
し
た
か
。

「
初
」
の
字
は
や
や
小
さ
く
記
さ
れ
て
い
る
。

十
月
二
日
（
日
）　
曇
夜
雨

午
前　

遠
山
揆
山
来　

又　

国
峰
、
大
岡
竜
男
来

午
後
大
岡
と
青
山
宅
に
赴
キ
後　

墓
地
の

紅
葉
墓
碑
建
設
を
見
る　

石
橋
ニ
會
す

四
時
帰
途
年
峰
及
辻
氏
に
よ
る

夜
加
藤
来

　

須
田
紹
介　

実
相
寺
僧
男＊

原
稿
持
来

【
注
】
＊
男
原
稿
…
こ
の
部
分
、
文
字
が
か
す
れ
て
い
る
た
め
判
読
困
難
。

十
月
三
日
（
月
）　
曇

八
時
後＊

出
勤　
　

日
露
戦
史
稿

�

四
時
帰　
　
　
　

桜＊

井
義
肇
氏
来
言＊

文
一
致
会
の
件

食
後　

東
京
座
魚＊

十
に
赴
く　

水
口
、
徳
田
、

竹
柴
ら
と
共
に　

中＊

村
芝
翫
に
會
見　

マ＊

リ
ヤ
、

ス
チ
ユ
ア
ル
ト
及
其
他　

新
脚
本
の
件　

十
時
帰

【
注
】
＊
後
…
こ
の
文
字
は
右
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
桜
井
義
肇
…
明
治
三
十
七

年
四
月
二
十
九
日
の
記
参
照
。　

＊
言
文
一
致
会
…
明
治
三
十
七
年
四
月
三
日
の

記
参
照
。　

＊
魚
十
…
東
京
座
の
芝
居
茶
屋
。　

＊
中
村
芝
翫
…
五
世
（
一
八
六

五
～
一
九
四
〇
）。
五
世
中
村
歌
右
衛
門
の
前
名
。
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
の
代
表
的
な
女
方
。
新
作
に
も
意
欲
的
で
、
明
治
三
十
七
年
三
月
に
は
、
坪

内
逍
遥
『
桐
一
葉
』
初
演
の
際
に
淀
君
を
つ
と
め
、
同
年
十
月
に
は
、
竹
柴
晋
吉

脚
色
『
不
如
帰
』
の
浪
子
を
演
じ
た
。　

＊
マ
リ
ヤ
、
ス
チ
ユ
ア
ル
ト
…
シ
ラ
ー

の
戯
曲
『
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
』。

十
月
四
日
（
火
）　
曇

九
時
前
福
田
来　
　

後
出
勤

戦
史
艸



二

四
時
帰
途　

三
井
に
よ
り
大
嶋
羽
織
注
文 

23,50

夜
在
宿

〔
出
〕
三
井
に
羽
織
足
し　
　

８
、５
０

十
月
五
日
（
水
）　
曇
雨

八
時
後
出
勤　

日＊

露
戦
史
第
五
脱
稿

一
時
帰　
　

直
に
執
筆　

少
年
臨
時
羊
の

天
下
脱
稿

篠
山
来　

又
竹
柴
来　

脚
本
の
件

【
注
】
＊
日
露
戦
史
第
五
脱
稿
…
『
少
年
日
露
戦
史
第
五
編
（
得
利
寺
の
巻
）』
は
、
明
治

三
十
七
年
十
月
、
博
文
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

十
月
六
日
（
木
）　
晴

朝
廬
を
訪
ひ　

そ
れ
よ
り　

早
稲
田
出
勤

三
時
半
帰　
　
　

永
富
来

夜
木
曜
會　

押
、
太
、
千
、
西
、
春
生
ら

十
月
七
日
（
金
）　
陰＊

晴

�

八
時
半
出
勤　

為＊

太
陽　

小
説
艸　

竹
柴
来

午
後
三
時
後　

訪
桂
舟　

尾
崎
未
亡
人
居
合

夕
食
後　

元
園
町
父
上
と
囲
碁
、
兄
上
居
合

母
上
は
又
々
瘧
の
気
味
也

【
一
行
あ
き
】

文
房
堂
に
て
画
具
其
他
求

〔
入
〕
戦
史
第
五　
　

５
０
、０
０

〔
出
〕
文
房
堂　
　
　
　

６
、４
０

　
　

勇
へ　
　
　
　

３
０
、０
０

【
注
】
＊
陰
晴
…
「
陰
」
の
字
は
上
部
欄
外
に
あ
る
。　

＊
為
太
陽　

小
説
艸
…
「
小
説
」

が
正
し
け
れ
ば
、「
太
陽
」
第
十
巻
第
十
六
号
（
明
治
三
十
七
年
十
二
月
一
日
）
掲

載
の
『
海
軍
服
』
か
。
但
し
、
次
の
日
の
記
に
「
太
陽
脚
本
脱
稿
」
と
あ
る
か

ら
、
こ
こ
は
「
小
説
」
で
は
な
く
「
脚
本
」
か
。

十
月
八
日
（
土
）　
晴

九
時
出
勤　
　

太＊

陽
脚
本
脱
稿

食
後　

二
時　

竹
芝
館　

秋
聲
會
十
週
年
會
に
臨
む

會
者
三
十
六
名　
　

八
時
帰

〔
出
〕
秋
聲
會　
　
　

１
、２
０

【
注
】
＊
太
陽
脚
本
…
「
太
陽
」
第
十
巻
第
十
四
号
（
明
治
三
十
七
年
十
一
月
一
日
）
掲

載
の
喜
劇
『
貯
蓄
債
券
』
か
。

十
月
九
日
（
日
）　
曇
夜
雨

自
本
日　

青
山
北
町
五
ノ
六
八
に
移
る

七
時
半
出
で　

岩
佐
、
大
久
保
、
粟
津
、
田
中
、

北
村
に
告
別　

青
山
に
向
ふ

十
二
時
荷
物
着　

生
田
、
冬
生
、
竹
貫
、
木
村
、
き
ん
、

西
岡
太
田　

西
村
、
永
富
ら
手
傳
ひ

廬
、
加
藤
来
訪　

盆
栽
ヒ
贈　

辻
氏
筒
井

夫
人
ら
来

〔
出
〕
買
物　
　
　
　

１
、５
０

十
月
十
日
（
月
）　
雨

九
時
出
勤

四
時
帰　
　
　

黒
田
母
来

　

夜　

風
雨

〔
入
〕
中
学　
　
　

１
５
、０
０

十
月
十
一
日
（
火
）　
快
晴

朝
年
峰
来
画
持
参

九
時
出
勤

午
後
四
時
後
帰

夕
食
後　

勇
、
三
一
と
近
所
散
歩



三

十
月
十
二
日
（
水
）　
曇

九
時
出
勤　
　

途
父
上
を
訪
ひ
又
桂
舟
ヲ
訪
ふ

午
後
四
時
半　

石
橋
、
廬
と
加
藤
の
大
森
宅
に
向
ふ

其
前
銀
座
に
て
火
鉢
求
む

夜
食
後
本
門
寺
會
式
を
見
る
、
九
時
五
十
五
分

の
汽
車
に
て
帰
る

十
月
十
三
日
（
木
）　
雨

午
前
在
宿
、
得
雅
来
元
園
町
祝
品
火
鉢
、
吸
物
椀

持
参

十
二
時　

早
稲
田
出
勤

夜
木
曜
會　

画
葉
書
東
京
名
所

十
月
十
四
日
（
金
）　
曇

�

九
時
出
勤　

其
前
森
無
黄
来
画
葉
書
帖
一
、
貸

午
後
四
時
竹
貫
、
木
村
、
武
田
を
伴
ひ
帰
る

少
年
改
良
相
談　

夕
食
後　

八
時
皆
々
去
る

十
月
十
五
日
（
土
）　
曇

九
時
出
勤

午
後
二
時
出
で　

一
寸
東
京
火
災
保
険
に
伊
臣

�

及
長
松
ニ
會
し　

黒
井
屋
に
て
膳
求
め

丸
善
に
て
買
物　

婦
人
教
育
會
に
赴
く

大
村
氏
講
話
一
寸
聞
き
四
時　

父
上
ヲ
訪
ふ

食
後　

八
時
帰　
　
　
　
　
　
　
　

勢
多
斎
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兄
公
其
他
居
合

〔
出
〕
膳　
　
　

１
０
、１
０

　
　

丸
善　
　
　

４
、０
０

十
月
十
六
日
（
日
）　
曇

午
前
来
訪　

渡
邊
修
二
郎　

永
井
天
橋

古
新
居
荷　
　

父
上
来
駕

午
後　

一
時　

麹
町
小
學　

女
子
校
友
會
に

赴
く　

口
演
余
興
「
化
の
皮
」
其
他

後
園
遊
會

四
時
加
藤
廬
来
揃
共
に
紅
葉
館
行

九
時
帰

〔
出
〕
紅
葉
館
二
度
分　
　
　

２
６
、５
０

十
月
十
七
日
（
月
）　
曇
雨

午
前
来
訪　

阿
部
三
四
（
独
乙
留
学

志
望
の
人
）　

高
橋
立
吉
（
原
稿

持
参
）

午
後
一
時
都
築
氏
を
訪
不
在　

竹
貫
ヲ
訪
ひ
後
に

柳
原
伯
を
訪
ひ
四
時
帰

夜
千
葉
来
る　

民
友
社
不
平
の
件

十
月
十
八
日
（
火
）　
雨

朝
三
一
を
青
山
幼
稚
園
ニ
伴
ふ　

自
本
日
入
園

出
勤　
　

熊
娘
出
版

午
後
四
時
帰
途
元
園
町
立
よ
る　

食
後
七
時
帰
る

夜
生
田
来
る

十
月
十
九
日
（
水
）　
晴

電
車
に
て
出
勤

午
後
四
時
帰　

途
斬
髪　

又
一
木
道
具
屋
に
て

碁
盤
を
求
む

夜　

演
藝
研
究
會
朗
読
會
、
東
儀
、
水
口
、
徳
田

正
宗
、
竹
柴
、
土
肥
及
生
田　

十
時
帰

〔
出
〕
碁
盤　
　
　

６
、５
０



四

十
月
二
十
日
（
木
）　
曇

本
日
休
校
（
紀＊

念
日
）

朝
北
村
氏
け
い
こ
、
後
辻
氏
を
誘
ひ
共
に
帰
に
中
食

両
上
来
會
の
筈
断
ら
る　

即
ち
送
膳
部

午
後　

両
上
来
駕　

次
で
日
下
部
姉
上
も
来
ら
る

夜
木
曜
會　
　

作
物

【
注
】
＊
紀
念
日
…
早
稲
田
大
学
の
創
立
記
念
日
。

十
月
二
十
一
日
（
金
）　
朝＊

雨　

曇

九
時
出
勤

午
後
五
時　

宝
亭
萊
府
會
出
席
、
嘉
納
飯
島

氏
ら
懐
旧
談
あ
り　
　

八
時
帰
途
北
村
氏

打
合
會　

九
時
半
帰

〔
出
〕
萊
府
會　
　
　

１
、５
０

【
注
】
＊
朝
雨
…
欄
外
に
あ
り
。
後
か
ら
書
き
足
し
た
か
。

十
月
二
十
二
日
（
土
）　
曇
夜
雨

九
時
出
勤

午
後
二
時　

桂
舟
を
訪　

四
時
皆
香
園
白
人
會

に
臨
む　

九
時
半
帰
宅

〔
出
〕
白
人
會　
　
　

１
、３
０

十
月
二
十
三
日
（
日
）　
曇

午
前
文
科
生
鈴＊

木
善
太
郎
来　

又
工
科
學
生

大
塚
泰
来　
　

日
下
部
兄
公　

来
大
岡
竜
男

午
後
一
時
よ
り
北
村
氏
結
婚
披
露
謡
曲
會

に
臨
む　

艸
子
洗
シ
テ
、　

夕
宴
後
一
寸
元

園
町
に
よ
り　

八
時
後
帰

【
注
】
＊
鈴
木
善
太
郎
…
劇
作
家
、
翻
訳
家
（
一
八
八
三
～
一
九
五
〇
）。

十
月
二
十
四
日
（
月
）　
晴

欠
勤　

終
日
二
六
俳
句
選

午
後
四
時
野
口
竹
次
郎
来　

女
子
文
壇
の
件

五
時
福
田
来　

次
で
石
橋
来　

夕
食

勢
多
来　

九
時
後
皆
去
る

十
月
二
十
五
日
（
火
）　
曇

九
時
出
勤　

途
に
墓
地
茶
屋
竹
中
に
よ
り
三
十
日
の
件
注
文

午
後
四
時
荘
司
髭
剃　

五
時
深
川　

渋＊

沢
篤
二

氏
に
招
か
る　

八
十
島
、
伊
藤
、
穂
積
氏
同
席

子＊

息
剣
舞　

貞
水
従
軍
談
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
時
後
帰

【
注
】
＊
渋
沢
篤
二
…
実
業
家
（
一
八
七
二
～
一
九
三
二
）。
渋
沢
栄
一
の
長
男
。　

＊
子

息
…
渋
沢
篤
二
の
長
男
敬
三
か
。
渋
沢
敬
三
は
、
実
業
家
・
民
俗
学
者
（
一
八
九

六
～
一
九
六
三
）。

十
月
二
十
六
日
（
水
）　
晴
夜
雨

朝　

向
井
福
次
郎
（
大
放
の
子
）
来
談　

正
誤
の
件

出
勤

�

午
後
三
時　

文
芳
堂
玉
川
堂
買
物　

桂
舟
に
よ
り
そ
れ
よ
り

大
橋
氏
に
よ
り
夫
人
と
ま
づ
語
る　

桂
氏
結
婚
の
件
後
主
人
帰

夕
食
後
帰
宅　

選
句

〔
出
〕
買
物　
　
　

２
、０
０

十
月
二
十
七
日
（
木
）　
曇
晴

午
前
黒
田
来
、　　

綱
島
夫
人
来

正
午　

早
稲
田
出
勤　

四
時
帰

夜
木
曜
會　
　

吉
水
来
海
軍
出
仕
ニ
ツ
キ
保
証
の
件

〔
出
〕
勇
へ　
　
　

５
、０
０



五

十
月
二
十
八
日
（
金
）　
晴

朝　

福
田
、
金
港
堂
石＊

川
松
溪
を
伴
来

九
時
後
桂
舟
に
よ
り　

十
一
時
出
勤

午
後
一
寸
元
園
町
に
よ
り　

帰
宅

夜　

二
六
俳
句
選
了　

黒
田
来

【
注
】
＊
石
川
松
溪
…
『
名
家
訪
問
録
』（
第
一
集
＝
明
治
三
十
五
年
六
月
、
第
二
集
＝
同

年
八
月
、
第
三
集
＝
翌
年
七
月
、
金
港
堂
）
の
著
者
か
（「
第
二
集
」
は
未
見
）。

「
第
三
集
」
の
緒
言
に
よ
れ
ば
、「
金
港
堂
発
刊
の
諸
雑
誌
速
記
部
門
を
担
任
し
、

常
に
名
門
に
出
入
し
」
て
い
た
と
い
う
。

十
月
二
十
九
日
（
土
）　
晴

　

朝＊

年
峰
来

九
時
出
勤　

世＊

伽
六
十
四
起
艸

午
後
二
時
帰

自
三
時　

秋
聲
會
小
集　

無
黄
、
虚
心
、
望
東
、
竹
冷

黄
雨
、
酔
月
、
素
竹
、
米
斎
、
松
宇
ら

又
柳
浪
来　
　

十
時
散

〔
入
〕　
　
　
１＊

２
０
、０
０

　
　

稿
料　
　

６
６
、０
０

　
　

太
、
文　

女
、

〔
出
〕
勇
へ　

１
２
０
、０
０

　
　

毛
布　
　
　

２
、４
０

　
　

割＊

　
　

弁
当　
　
　

１
、６
４

【
注
】
＊
朝
年
峰
来
…
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
世
伽
六
十
四
…
『
龍
宮
の
使
者

（
世
界
お
伽
噺
第
六
十
四
編
）』
は
明
治
三
十
七
年
十
一
月
、
博
文
館
よ
り
刊
行
。　

＊
１
２
０
、
０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。　

＊
「
割
」
…
こ
の
字
は
「
毛
布
」

と
「
弁
当
」
の
間
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
月
三
十
日
（
日
）　
曇　

寒

朝
永
富
来

九
時
黒
田
を
訪
後
西
村
を
訪　

近
所
散
歩
帰

午
後
二
時
沢
田
、
川
上　

江
見　

岡
田
、
丸
岡
、
石
橋

武
内
ら
来　

柳
浪
も
亦　

共
に　

紅＊

葉
墓
参

後　

溜
池
三
河
屋
に
て
會
飲　

九
時
帰　

途
に

松
下
に
て
三
四
の
頭
巾
求

〔
出
〕
三
河
屋
會
費
約　

４
、０
０

【
注
】
＊
紅
葉
墓
参
…
十
月
三
十
日
は
尾
崎
紅
葉
の
命
日
（
一
周
忌
）。
墓
所
は
青
山
霊

園
。

十
月
三
十
一
日
（
月
）　
晴　

寒

九
時
出
勤　
　
　
　

福
田
来

午
後
三
時　

石
橋
が
丹
後
町
の
新
居
に
よ
り
帰
る

夜
鈴
木
善
太
郎
来
訪　

身
の
上
話
、
阿
部
来
早
稲
田
罷
免
の
よ
し

生
田
来

〔
出
〕
高
階
立
替	

１
０
、０
０

　
　

生
田
同	

　

９
、０
０

　
　

福
田
同	

　

７
、０
０

十
一
月
一
日
（
火
）　
晴

九
時
出
勤　

日＊

露
戦
史
第
六
艸
初

四
時
帰
途　

竹
貫
、
木
村
二
氏
と
小
川
町
常
磐

食
事　

六
時
角
田
氏
方
秋
聲
會

に
赴
く　

九
時
帰
途
父
上
を
訪
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
帰

〔
入
〕
持
越　
　
　
　

３
０
、０
０

〔
出
〕
活＊

東
入
婚
祝
割

　
　

秋
聲
會　
　
　
　

２
、０
０

　
　

常
磐　
　
　
　
　

１
、７
５

【
注
】
＊
日
露
戦
史
第
六
…
『
少
年
日
露
戦
史
第
六
編
（
摩
天
嶺
の
巻
）』
は
、
明
治
三
十

七
年
十
一
月
、
博
文
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。　

＊
活
東
入
婚
祝
割
…
金
額
の
記
載

な
し
。
次
の
「
秋
聲
會
」
の
「
２
、０
０
」
に
含
ま
れ
る
か
。



六

十
一
月
二
日
（
水
）　
晴

九
時
電
車
に
て
出
勤

日
露
戦
史
艸
ス　
　
　
　
　
　
　

益＊

田
孝
氏
息

午
後
五
時　

濱
町
岡
田
に
赴
く　

益＊

田
太
郎

氏
の
招
待　

石
橋
及
岩
崎
同
席

遊＊

朝
落
語
、
益＊

田
氏
ハ
イ
カ
ラ
朗
読　

十
一
時
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰

【
注
】
＊
益
田
孝
…
実
業
家
、
三
井
物
産
創
始
者
（
一
八
四
八
～
一
九
三
八
）。　

＊
益
田

太
郎
…
劇
作
家
の
益
田
太
郎
冠
者
（
一
八
七
五
～
一
九
五
三
）。
太
郎
は
本
名
。　

＊
遊
朝
…
三
遊
亭
遊
朝
。
経
歴
未
詳
。　

＊
益
田
氏
ハ
イ
カ
ラ
朗
読
…
益
田
太
郎

冠
者
の
戯
曲
「
高
襟
（
ハ
イ
カ
ラ
ー
）」
は
、
こ
の
年
十
二
月
、
本
郷
座
で
高
田
実

一
座
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
。

十
一
月
三
日
（
木
）　
快
晴

〔
天
長
節
〕

終
日
在
宿

早
朝
西
彦
夫
人
来　

八
時
柳
原
伯　

次
で
長
松
氏
来　

観
兵

式
を
二
階
よ
り
見
る　

久
留
島
妻
来　

春
生
、
冬
生

午
後
一
時
よ
り
木
曜
會　

囲
碁　

俳
句
角
力

又
年
峰
氏
写
真	

五
時
半
散

夜
一
寸
散
歩

午
後
廣
瀬
洋
服
店
を
招
き
三
一
外
套
注
文

十
一
月
四
日
（
金
）　
晴

朝
九
時
出
勤　

日
露
戦
史
第
六
艸　

西
彦
よ
り
シ
ョ
ー
ル
求

四
時
電
車
に
て
帰
る

夜　

画
葉

〔
出
〕
シ
ョ
ー
ル　
　
　

２
、７
５

十＊

一
月
五
日
（
土
）　
晴

朝
九
時
半　

信
濃
町
發
向
青
梅　

同
行
中
沢
、
岡
野

太
田
、
筒
井
及
春
生
、　

立
川
に
一
時
半

休　

画
葉
な
ど　

そ
れ
よ
り
福
生
に
て
四
丁
氏

に
會
し
車
中
食
事　

小
作
に
て
大
下
氏

に
會　

多
摩
河
原
写
生　

夜
例
の

塚
上
に
投　

画
葉
會　

琴
月
、
寛
水
、
田
代

な
ど
来
る

【
注
】
＊
十
一
月
五
日
…
こ
の
日
の
原
文
（
コ
ピ
ー
）
は
特
に
字
が
薄
く
、
判
読
困
難
。

十
一
月
六
日
（
日
）　
晴
風　

朝
時
雨　

寒

朝
九
時
二
十
分　

青
梅
發　

拝
島
に
赴
き
河
原

写
生

四
時
後
同
所
發
帰
京

〔
出
〕
青
梅
行
費	

７
、８
０

十
一
月
七
日
（
月
）　
晴

九
時
出
勤

午
後
四
時
帰
途　

訪
元
園
町
夕
食

夜
北
村
氏
け
い
こ

十
一
月
八
日
（
火
）　
晴

九
時
出
勤　

日
露
摩
天
嶺
の
巻
脱
稿

五
時　

學
士
會
の＊　

教
育
研
究
會
に
赴
く

會
食

〔
出
〕
教
育
研
究
會　
　
　

１
、０
０

【
注
】
＊
の
…
こ
の
「
の
」
は
削
除
か
。

十
一
月
九
日
（
水
）　
晴

九
時
出
勤

午
後
三
時
帰

夕
方
木
沢
氏
来

夜
北
村
氏
け
い
こ



七

十
一
月
十
日
（
木
）　
晴

朝　

北
村
氏
け
い
こ
、
後
早
稲
田
出
勤

午
後
四
時
帰

夜　

木
曜
會　

画
葉　

霜

〔
出
〕
北
村　
　
　

２
、０
０

　
　
　

月
謝
二
回
分

十
一
月
十
一
日
（
金
）　
晴

九
時
出
勤

午
後
三
時　

佐
々
木
氏
竹
柏
會
に
赴
く　

講
話
、
後

晩
餐
ヒ
饗　

小
原
氏
ニ
會　

帰
途
北
村

氏
打
合
會
、　

十
時
帰

〔
入
〕
日
露
第
六
、
半　
　
　

５
０
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
　
　
　

３
０
、０
０

十
一
月
十
二
日
（
土
）　
晴

朝
鈴
木
善
太
郎
来　

萬
朝
松
居
、
朝
日
三
沢
、
紹
介

十
時
出
勤　

途
に
田
村
帽＊

子

午
後
二
時
半　

訪
桂
舟　

四
時
訪
廬
不
在　

五
時

紅
葉
館
に
赴
き
紅
葉
祭
の
件
打
合　

別
席

岡
田
、
中＊

村
進
午
、
仁＊

井
田
、
及
飯
田
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
後
帰

〔
出
〕
帽
子　
　
　

５
、０
０

【
注
】
＊
帽
子
…
こ
の
文
字
の
下
、
次
行
の
「
四
時
」
の
右
に
一
文
字
（
？
）
見
え
る
が

判
読
で
き
ず
。
あ
る
い
は
「
三
」
か
。　

＊
中
村
進
午
…
国
際
法
学
者
（
一
八
七

〇
～
一
九
三
九
）。　

＊
仁
井
田
…
法
学
者
の
仁
井
田
益
太
郎
（
一
八
六
八
～
一
九

四
五
）
か
。

十
一
月
十
三
日
（
日
）　
晴

朝
千
葉　
　
　
　

次
で
永
富

日
下
部
か
ず
、
鈴
木
、
村
瀬
三
嬢
来　

校
友
會
の
礼

後　

女
子
大
学
生　

江
守
し
づ
江
、
生
駒
二
女
来

【
一
行
あ
き
】

午
後
一
寸
父
上
を
訪
（
不
例
）
後
北
村
氏

超
然
會
、　

山
姥
シ
テ

帰
途
一
寸
父
上
に
よ
り　

帰
宅

武
内
氏
来　

十
時
後
去
る

〔
出
〕
北
村
氏	

５
、０
０

十
一
月
十
四
日
（
月
）　
晴

九
時
出
勤　
　

女
學
艸

午
後
四
時　

電
車
に
て
南
品
川
萬
松
軒
白
人
會

に
向
ふ
（
途
に
隺
田
留
守
宅
を
訪
ふ
）
勝
本
博
士

居
合
す　

九
時
帰
宅
（
電
車
）

〔
出
〕
白
人
會　
　
　

１
、８
０

十
一
月
十
五
日
（
火
）　
曇
時
々
雨　

寒

九
時
後
出
勤　
　
　

午
後
編
輯
會
議

午
後
四
時
帰　

夜
鈴
木
来
吉
水
に
紹
介

夜　

為
文
藝
執
筆

十
一
月
十
六
日
（
水
）　
晴

朝
九
時
出
勤　

編
輯
會
議　

遂
に
四
時
半
迠

後
石
橋
氏
と
共
に
真
砂
座
に
赴
か
ん
と
し
途
に

菊
水
食
事　

遂
に
真
砂
座
行
を
廃
し
帰
途

に
つ
く　

赤＊

坂
地
蔵
縁
日
散
歩

〔
出
〕
菊
水　
　
　

２
、３
５

【
注
】
＊
赤
坂
地
蔵
縁
日
…
浄
土
寺
（
赤
坂
一
ツ
木
町
）
の
縁
日
（
毎
六
日
）。

十
一
月
十
七
日
（
木
）　
晴

午
前　

藤
沢
氏
夫
人
来　

對
桂
舟
の
件

午
後
桂
舟
に
よ
り
二
時
よ
り
早
稲
田　

四
時
帰



八

夜
木
曜
會
創
作
朗
読

十
一
月
十
八
日
（
金
）　
晴

朝
九
時
出
勤

午
後
円
遊
来
話

三
時
慶
応
義
塾
幼
稚
舎
同
窓
會
に
赴
き

口
演
「
少
年
園
不
老
水
」　

五
時
帰

夜　

藤
沢　

竹
内
恵
太
郎
（
親
戚
）
同
道
来

桂
舟
縁
談
の
件

十
一
月
十
九
日
（
土
）　
晴

朝
年
峰
来

九
時
後
大
橋
氏
夫
人
を
訪
ふ　

そ
れ
よ
り
坪
井
博
士
弔
慰
に
赴
く

十
二
時
前
出
勤

一
時
半
赴
婦
人
教
育
會
「
婦
人
の
耳
」
留
岡
氏
同
演

四
時
帰　
　
　

木
村
、
竹
貫
来　

夕
食

夜　

中
沢
氏
来　

少
年
さ
し
画
の
件

十
一
月
二
十
日
（
日
）　
晴

朝　

湯
地
代
津
田
来　

北
里
来
訪

午
前
廬
来
食
事

午
後
三
時　

廬
と
原
宿
よ
り
新
宿
へ
散
歩　

元
園
町

に
赴
く　

食
後
囲
碁
な
ど　

九
時
帰

十
一
月
二
十
一
日
（
月
）　
晴

九
時
出
勤

午
後
四
時
帰　
　

食
後
新
橋
停
車
場
に
新＊

任
有
松

三
重
知
事
を
見
送
る　

直
に
帰

　

夜
生
田
来
談

【
注
】
＊
新
任
有
松
三
重
知
事
…
有
松
英
義
（
一
八
六
三
～
一
九
二
七
）。
小
波
と
は
獨
逸

学
協
会
学
校
の
同
窓
。
明
治
三
十
七
年
十
一
月
よ
り
三
重
県
知
事
。

十
一
月
二
十
二
日
（
火
）　
晴

出
勤

世＊

伽
第
六
十
五
艸

　

三
時
後
桂
舟
に
よ
り　

後
元
園
町　

辻
、
永
田
氏
居
合

　

食
後　

北
村
氏　

其
間
一
寸
鳥
谷
部

　

を
訪
ふ

〔
出
〕
鈴
木
善
太
郎　
　
　

５
、０
０

【
注
】
＊
世
伽
第
六
十
五
艸
…
『
森
の
女
（
世
界
お
伽
噺
第
六
十
五
編
）』
は
明
治
三
十
七

年
（
刊
行
月
未
詳
）、
博
文
館
よ
り
刊
行
。

十
一
月
二
十
三
日
（
水
）　
晴

〔
新
嘗
祭
〕

朝
西
村
粂
蔵
（
早
稲
生
）
来　

辻
氏
来

十
一
時
廬
、
斎
藤
二
氏
に
誘
は
れ
歩＊

し
て
目
黒
ビ
ー
ヤ

會
社　

伯
林
會
に
赴
く　

會
者
二
十
名
斗

三
時
停
車
場
に
赴
く　

汽
車
不
来
即
ち
車
に
て

三
田
に
出
で
更
に
電
車　

神
田　

淡
路
女
学
校

に
赴
き
筆＊

友　

會
講
演

六
時　

青
年
會
館　

樗
牛
會
講
演

大
町
、
笹
川
、
佐
々
、
及
余
（
詩
的
少
年
文
学
）

十
時
後＊

帰

〔
出
〕
伯
林
會　
　
　

１
、７
０

　
　

車
代　
　
　
　
　

、３
０

【
注
】
＊
歩
し
て
…
「
し
て
」
の
二
文
字
は
字
が
薄
く
、
判
読
困
難
。　

＊
筆
友　

會
…

「
筆
友
」
と
「
會
」
の
間
に
約
一
文
字
分
の
空
白
が
あ
る
。
翌
日
の
十
一
月
二
十
四

日
で
も
「
木
曜　

會
」
と
同
様
の
空
白
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
筆
友
會
」
と
続

く
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
一
応
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。　

＊
「
後
」
…
通
常
記
さ

れ
て
い
る
「
後
」
の
字
と
異
な
り
、
画
数
の
多
い
字
体
に
な
っ
て
い
る
。
別
字
の

可
能
性
も
あ
る
。



九

十
一
月
二
十
四
日
（
木
）　
晴

朝
下
読　
　

近
角
来

十
二
時　

登
校	

四
時
帰

夜
木＊

曜　

會

【
注
】
＊
木
曜　

會
…
前
日
の
十
一
月
二
十
三
日
、「
筆
友　

會
」
と
同
様
、
約
一
文
字
分

の
空
白
が
あ
る
。
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

十
一
月
二
十
五
日
（
金
）　
陰
晴　

寒

九
時
出
勤

午
後
四
時
帰
宅　

元
園
町
又
日
下
部
氏
を
訪

　

食
後
北
村
け
い
こ　

天
神
散
歩　

帰

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）　
雨
后
晴

九
時
出
勤

午
後　

一
時
五
十
分
發
向
横
濱　

車
中
入
沢
、
浅
田
繁
太
郎
（
送
）

及　

嘉
納
氏
な
ど
に
會
す　
　

三
時
蓬
莱
町
會
堂

お
伽
く
ら
ぶ
に
赴
き
直
に
口
演
（
不
老
水
）　

四
時
後

平＊

沼
停
車
場
よ
り
乗
車
々
中
長
田
に
會
す

五
時
後　

大
森
着
汐
見
館
に
箕＊

作
氏
を
訪
ふ

木
村
氏
已
に
在
り　

夕
食
ヒ
饗　

後
史
談
を
聞
き

電
車
に
て
帰
京　

九
時

〔
入
〕
お
伽　
　
　

２
、０
０

〔
出
〕
海＊

空　
　
　

２
、０
０

　
　

車
其
他　
　

１
、０
０

【
注
】
＊
平
沼
停
車
場
…
当
時
の
横
浜
駅
が
東
海
道
本
線
の
直
通
列
車
に
は
不
便
で
あ
っ

た
た
め
、
横
浜
市
平
沼
町
に
明
治
三
十
四
年
に
設
け
ら
れ
た
駅
。　

＊
箕
作
氏
…

西
洋
史
学
者
の
箕
作
元
八
（
一
八
六
二
～
一
九
一
九
）
か
。　

＊
海
空
…
文
字
は

「
海
空
」
と
読
め
る
が
、
意
味
は
不
明
。

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）　
晴

　
　
　

永＊

富
来

午
前　

尾
花
来	

　

又
芹
沢
来

午
後　

長
松
、
日
下
部
、
野
口
歴
訪

　

五
時
帰　

辻
氏　

宮
部
氏
を
伴
ひ
来

　

夜
藤
沢
、
竹
内
来

【
注
】
＊
永
富
来
…
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
一
月
二
十
八
日
（
月
）　
晴

九
時
出
勤

伊
井
来
館
紅
葉
祭
の
件

午
後　

四
時
帰
途
訪
桂
舟
不
在　

元
園
町
に
赴
キ
食
事

　

後
再
訪
桂
舟
不
在　

北
村
け
い
こ　

九
時
帰

十
一
月
二
十
九
日
（
火
）　
曇

朝
九
時
出
勤

午
後
三
時
後
桂
舟
を
訪
ふ　

岡
田
居
合　

五
時
帰

夜
黒
田
来

〔
入
〕　
　
　
　
　
　
　
１＊

２
０
、０
０

　
　

太
陽
女
、
文　
　
　

２
８
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
　

１
２
０
、０
０

　
　

弁
当　
　
　
　
　
　
　

２
、２
０

【
注
】
＊
１
２
０
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。

十
一
月
三
十
日
（
水
）　
曇
午
後
雨

朝
九
時
出
勤　

白
蛇
の
聲
艸

五
時
帰

夜　

藤
沢
妻
竹
内
、
桂
舟
来　

後
藤
沢
来

例
の
談　

や
ゝ
面
倒　

十
二
時
去
る

十
二
月
一
日
（
木
）　
陰
晴

朝＊　

津
田
来

早
稲
田
欠
勤　

本
町
出
勤　

日
露
戦
史
起
艸



一
〇

五
時
帰

夜
木
曜
會

〔
入
〕　　
　

１＊

８
、０
０

【
注
】
＊
朝　

津
田
来
…
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
１
８
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な

し
。

十
二
月
二
日
（
金
）　
雨
午
後
晴

九
時
出
勤　

其
前
年
峰
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は＊

が
き

午
後
三
時　

日
本
橋
倶
楽
部
書
画
會
ニ
赴
く　

米
斎
、

清＊

方
、
清＊

忠
、
清＊

潭
、
鹿＊

塩
秋
菊
、
文
禄
ら

　

九
時
半
帰

〔
出
〕
書
画
會　
　
　

１
、５
０

【
注
】
＊
は
が
き
…
左
行
の
「
書
画
」
に
添
え
る
よ
う
に
、
行
間
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
清
方
…
日
本
画
家
の
鏑
木
清
方
（
一
八
七
八
～
一
九
七
二
）
か
。
た
だ
し
、

「
清
」
の
文
字
は
、
同
じ
行
の
「
清
忠
」「
清
潭
」
の
「
清
」
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
あ
る
い
は
「
年
」
と
い
う
字
に
重
ね
書
き
し
た
か
。　

＊
清
忠
…
浮
世
絵
師

の
鳥
居
清
忠
（
四
世
、
一
八
七
五
～
一
九
四
一
）
か
。　

＊
清
潭
…
歌
舞
伎
研
究

家
の
川
尻
清
潭
（
一
八
七
六
～
一
九
五
四
）
か
。　

＊
鹿
塩
秋
菊
…
雑
誌
「
歌
舞

伎
新
報
」
等
の
編
集
者
（
生
没
年
未
詳
）。

十
二
月
三
日
（
土
）　
晴

朝
廬
に
よ
り　

五
番
町
加
藤
氏　

皇
孫
殿
下
御
写
真
借
入

十
一
時
出
勤

午
後　

四
時
斬
髪　

後　

紅
葉
館　

紅
葉
祭
の
件

石
橋
、
岡
田
同
席　

又　

加
藤　

廬
後
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
帰

十
二
月
四
日
（
日
）　
晴

　
　
　

小＊

島
沖
舟
来

朝
来
客　

渡＊

邊
修
二
郞
来　
　
　
　

江
守
来

　

牧
野
来　
　

関＊

謙
之
来

　

又　

徳
富
氏
紹
介　

小
松
砲
兵
曹
長
来　

雅
帖
に
書

午
後　

酒
居
留
次
郎
来　

先
日
の
礼

一
時
後　

本
郷
教
會
に
赴
く　

東
京
婦
人
會
講
演

姉
崎
、
内
ヶ
崎
及
余
（
對
面
金
策
）

小
石
川
杉＊

浦
氏
へ
勅
語
幅
及
金
二
円
寄
付

夜　

竹
内
来
例
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　

又
西
村
来

〔
出
〕
稱
好
塾　
　
　

２
、０
０

【
注
】
＊
小
島
沖
舟
来
…
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
小
島
沖
舟
は
画
家
（
生
没
年
未
詳
）。

春
蘭
道
人
・
秋
菊
道
人
編
『
当
世
画
家
評
判
記
』（
文
禄
堂
、
明
治
三
十
六
年
）
に

は
、「
番
町
の
桂
社
中
の
俊
才
だ
、
未
だ
歳
も
若
い
人
で
す
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。　

＊
渡
邊
修
二
郎
…
歴
史
家
・
評
論
家
（
一
八
五
五
～
没
年
未
詳
）。
本
名
は

修
次
郎
。　

＊
関
謙
之
…
新
聞
記
者
（
一
八
五
四
～
一
九
〇
七
）。　

＊
杉
浦
氏

…
猪
狩
史
山
『
杉
浦
重
剛
先
生
小
伝
』（
日
本
中
学
校
同
窓
会
出
版
部
、
昭
和
四

年
）
に
よ
れ
ば
、
杉
浦
重
剛
は
明
治
三
十
五
年
か
ら
四
十
二
年
の
八
年
間
、「
神
経

衰
弱
」
に
苦
し
み
、「
病
気
が
長
い
の
で
、
貧
苦
も
骨
に
徹
す
る
や
う
な
有
様
」
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
頭
山
満
か
ら
「
見
舞
金
五
百
円
」
が
寄
せ
ら
れ
、「
先
生
も

之
が
為
め
大
い
に
助
か
つ
た
」
と
い
う
。

十
二
月
五
日
（
月
）　
晴

九
時
出
勤

午
後
四
時　

帰
途
加
藤
に
會
、
後
帝
国
教
育
會
内

言
文
一
致
會
に
赴　

會
後
坪
井
、
後
藤
、
桜
井

井
口
、
千
田
氏
ら
と　

日
盛
軒
食
事

夜
桂
舟
を
訪
不
在　

元
園
町
に
よ
り
十
時
帰

〔
出
〕
辻
氏
へ
礼　
　
　
　
　

５
、０
０

　
　

日＊

進
軒　
　
　
　
　

｛
、５
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、２
０

【
注
】
＊
日
進
軒
…
本
文
四
行
目
「
日
盛
軒
」
の
出
費
記
録
と
思
わ
れ
る
が
、
二
文
字
目

は
「
盛
」
で
は
な
く
「
進
」
と
読
め
る
。
ま
た
、
金
額
は
「
、
５
５
」「
、
２
０
」



一
一

と
分
割
し
、
括
弧
で
く
く
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
５
５
」
の
部
分
は
、
先
に
「
６

５
」（「
６
」
は
汚
れ
の
た
め
判
然
と
し
な
い
が
）
と
記
し
、
後
で
「
５
」
と
訂
正

さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、「
５
」
の
文
字
に
は
、
丸
く
線
が
上
書
き
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
）。

十
二
月
六
日
（
火
）　
晴

朝
生
田
来　

北
海
柿
屋
旭
原
稿
林
氏
へ
送
る

九
時
後
出
勤　

日＊

露
戦
史
艸
了

午
後
四
時
後
帰

夜　

手
紙
雑
誌
桑
田
来　

新
年
葉
書
貸

　

二
六
社
よ
り
俳
句
選
料

〔
入
〕
二
六
社　
　
　
　
　

３＊

０
、０
０

　
　

本
郷
教
會　
　
　
　
　

２
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
　
　

１
５
、０
０

　
　

勇
へ　
　
　
　
　
　
　

２
、０
０

　
　

生
田
へ
柿
屋
旭　
　

１
０
、０
０

【
注
】
＊
日
露
戦
史
艸
了
…
明
治
三
十
七
年
十
二
月
刊
行
の
『
少
年
日
露
戦
史
第
七
編

（
大
石
橋
の
巻
）』
を
脱
稿
し
た
か
。　

＊
３
０
、０
０
…
こ
の
数
字
（
原
文
は
横
書

き
）
の
上
に
、
一
本
の
横
線
が
見
え
る
。

十
二
月
七
日
（
水
）　
晴

朝　

九
時
出
勤

午
後
四
時
帰

夜
鈴
木
来　

又　

土＊

屋
詮
教
来

　

三
一　

發
熱
咳
多
し

【
注
】
＊
土
屋
詮
教
…
仏
教
学
者
（
一
八
七
二
～
一
九
五
六
）。

十
二
月
八
日
（
木
）　
晴

午
前
在
宿

午
後　

早
稲
田
出
勤　

四
時
帰

夜
木
曜
會
画
葉
新
年
の
山

十
二
月
九
日
（
金
）　
晴
風

朝
桂
舟
来

九
時
後
元
園
町　

母
上
又
〻
瘧
起　

十
時
後
出
勤

午
後
二
時
帰

夕
方
杵
屋
寅
一
来　

太
田
来

又　

竹
内
来　

信
州
よ
り
帰
来　

好
都
合
の
よ
し

十
二
月
十
日
（
土
）　
雨

九
時
出
勤

午
後
四
時
帰　

入
浴

夜　

仙＊

臺
人　

鹿
又
（
農
科
大
学
生
）
来
談

【
注
】
＊
仙
臺
人
…
「
仙
」
の
字
は
文
字
の
重
な
り
が
あ
り
判
読
困
難
。

十
二
月
十
一
日
（
日
）　
晴

　
　
　
　
　
　
　
　

画＊

朝
小
島
沖
舟
、
世
伽
注
文
原
書
貸

　

永
富
女
史
来

辻
氏
来
食
事

一
時　

北
村
氏
超
然
會
、
余　

東
北
ワ
キ
、
蝉
丸
ワ
キ

他 　

朝
長
、
和
布
刈
、
及
舟
弁
慶
、（
但
し
老
師

昨
夜
急
に
佐
世
保
行
、）
帰
途
元
園

町
に
よ
り
又
一
寸
兄
上
に
招
か
る
、
春
生
縁
談

の
件＊

〔
入
〕
中
央
公
論　
　
　

１
３
、５
０

〔
出
〕
北
村　
　
　
　
　
　
　

、５
０

【
注
】
＊
画
…
「
世
伽
注
文
」
に
添
え
て
、
右
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
「
件
」
…

こ
の
字
の
最
後
の
一
画
（「
牛
」
の
縦
の
棒
）
は
、
下
方
向
に
長
く
伸
ば
し
て
い

る
。

十
二
月
十
二
日
（
月
）　
曇
夜
雨

九
時
出
勤



一
二

午
後
四
時　

春
生
を
役
所
に
訪
ひ　

来
車
を
約
し
帰
る

夜
春
生
来　

縁
談
の
件　

一
泊

　

植＊

物
御
苑　

宮
川
氏
来

【
注
】
＊
植
物
御
苑
…
現
在
の
新
宿
御
苑
。
当
時
は
宮
内
省
管
轄
で
、
洋
式
の
宮
廷
庭
園

に
改
造
中
で
あ
っ
た
。

十
二
月
十
三
日
（
火
）　
雨　

夜
霓＊

十
時
出
勤

帰
途
五
時　

教
育
研
究
會
（
一
橋
）
に
赴
き
八
時
帰

〔
入
〕
大＊

石
橋　
　
　

５
０
、５
０

〔
出
〕
教
育
研
究
會　
　
　

、８
＊

０

　
　

勇
へ　
　
　
　

２
５
、０
０		



【
注
】
＊
霓
…
こ
の
文
字
、
判
読
困
難
。
形
は
「
霓
」
に
似
て
い
る
が
、
意
味
は
「
あ
ら

れ
」
か
。　

＊
大
石
橋
…
『
少
年
日
露
戦
史
第
七
編
（
大
石
橋
の
巻
）』（
十
二
月

六
日
の
注
参
照
）。　

＊
、
８
０
…
「
０
」
の
字
は
汚
れ
の
た
め
判
読
困
難
。

十
二
月
十
四
日
（
水
）　
雪

九
時
出
勤　

世＊

伽
第
六
十
六
艸

　

四
時
帰

【
注
】
＊
世
伽
第
六
十
六
艸
…
『
日
の
罸
（
世
界
お
伽
噺
第
六
十
六
編
）』
は
明
治
三
十
八

年
一
月
、
博
文
館
よ
り
刊
行
。

十
二
月
十
五
日
（
木
）　
雨

午
前
在
宿

十
一
時
後
よ
り
早
稲
田
登
校　

三＊

時
帰
途
武
内
に
よ
り
帰

夕
方
藤
沢
、
竹
内
及　

大
脇
来　

例
の
件

三＊

行
題
を
出
す

夜
木
曜
會

【
注
】
＊
三
時
…
「
三
」
の
字
は
、
横
の
線
が
四
本
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。　

＊
三
行
題

…
意
味
不
明
。
あ
る
い
は
「
行
」
と
読
ん
だ
文
字
は
別
字
か
。

十
二
月
十
六
日
（
金
）　
朝
雨　

午
後
晴

欠
勤　
　

午
前　

黒
田
来

正
午
よ
り
紅
葉
館
行　

紅
葉
祭　

余
ら
斡
旋

會
者　

百＊

三
十
名　

勇
後
よ
り

余
開
會
辞　

弱
法
師
（
観
世
）　

松
竹
梅
（
佐
藤
）　

勧
進
帳

（
文
禄
）　

熊
野
（
館
妓
）
及　

夏
小
袖
（
伊
井
一
座
）

八
時
散　

後
發
企
人
ら
會
飲　

十
時
帰

〔
出
〕
黒
田
へ
貸　
　
　

１
０
、０
０

【
注
】
＊
百
三
十
名
…
原
文
で
は
、「
百
」
と
「
三
」
の
間
隔
が
開
い
て
い
る
。

十
二
月
十
七
日
（
土
）　
晴

九
時
出
勤

午
後
四
時
前　

西
彦
に
赴
き　

羽
織
裏
地
求　

食
ヒ
饗

後　

武
内
に
よ
り　

共
に
大
橋
氏
に
赴
く　

例
の
件

夫
人
と
鳩
首
相
談
の
上　

余
よ
り
強
硬
書
簡
を
送
る

　
　

十
時
帰　

入
浴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
決
す

〔
出
〕
武
内
へ
表
具
代　
　
　

４
、０
０

十
二
月
十
八
日
（
日
）　
晴

朝
来
訪　

加
藤
、
永
迫
、
歌
川
国
峯
、
西
岡
英

及
森
一
兵

森　

食
後
去

二
時　

元
園
町
に
よ
る　

加
藤
へ
祝
品　

三
時
後

愛
宕
山
東
京
ホ
テ
ル
へ
赴
く　

独
和
會
ク
リ
ス
マ
ス

夜
五
時
半
紅
葉
館　

加
藤
と
會
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
帰

〔
出
〕
独
和
會　
　
　

１
、５
０

十
二
月
十
九
日
（
月
）　
晴

九
時
電
車
出
勤	

堀
江
電
話
今
夕
帰
西

午
後
四
時　

一
寸
言
文
一
致
會
に
よ
り　

そ
れ
よ
り
元
園
町



一
三

に
よ
る　

此
間
大
橋
夫
人
と
電
話　

藤
沢
つ
る
女
同
家
へ
行
き
し
由

食
後　

辻
氏
に
赴
く　

永
田
氏
居
合　

家
督
云
々
の
件

　

八
時
後
歩
帰

〔
出
〕
西
彦
拂　

紋
付　
　
　

１
６
、５
０

十
二
月
二
十
日
（
火
）　
晴

九
時
出
勤　

途
に
大
橋
及
武
内
に
よ
る　

例
の
件

午
後　

四
時
後
帰
る　
　
　

鈴
木
善
太
郎
来

夜　

柳
原
氏
来　

小
田
切
房
子
の
件　

断
念
に
決
ス

十
二
月
二
十
一
日
（
水
）　
晴

　

九
時
出
勤

今
暁
博
進
社
工
場
焼
失　

少
年
新
諸
雑
誌
皆
損

　

害　

直
に
秀
英
社
に
よ
っ
て
印
刷

　

午
後
博
進
社
見
舞　

帰
途
番
町
大
橋

　

夫
人
に
會
し
例
の
件　

四
時
半
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
御
□
□

　

木
村
氏
来
合　

食
後
去
る

十
二
月
二
十
二
日
（
木
）　
雨
晴

九
時
出
勤

午
後
四
時
帰

夜
木
曜
會
々
者
五
名
の
み

十
二
月
二
十
三
日
（
金
）　
晴

午
前　

市
川
葬
及
衣
装
方
来

十
一
時
出
勤

午
後
三
時
後　

秀
英
舎
校
正
に
赴
く　

食
後

八
時
半
帰

西
彦
よ
り
羽
織
衣
服
出
来

〔
入
〕
北
海
道　

林　

柿
屋　
　
　

２
０
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
、０
０

十
二
月
二
十
四
日
（
土
）　
晴

午
前
九
時
後　

秀
英
舎
に
よ
り　

十
二
時
出
勤

午
後
四
時　

電
、
帰
途　

元
園
町
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
後
九
時
帰

〔
入
〕
早
稲
田　
　
　

３
０
、０
０

〔
出
〕
西
彦
拂　
　
　

１
５
、１
０

　
　

勇
へ　
　
　
　

２
５
、０
０

十
二
月
二
十
五
日
（
日
）　
晴

午
前
生
田
来　
　

十
時
よ
り
一
寸
秀
英
舎
校
正
ニ
赴
く

正
午
帰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
半　

三
一
、
銀
次
郎
及
大
岡
竜
男
と
番
町
教

會
ク
リ
ス
マ
ス
に
赴
く　
（
余
口
演
）

後
六
時
竜
男
と
宝
亭
食
事　

去
て
三
田
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

教
會
に
赴
く　

神
田
氏
依
頼　

口
演
、
黒
岩
氏
に
會

　

十
一
時
帰　
　
　
　
　
　
　
　

三
並

〔
出
〕
夕
食　
　
　

１
、６
０

十
二
月
二
十
六
日
（
月
）　
晴

午
前　

秀
英
舎
校
正
物
に
赴
く　

十
一
時
斬
髪　

本
町
出
勤

午
後
四
時
帰
途
買
物　
シ
ヤ
ツ
上
下
、
寿
□
嘉

□
帽
子
、　

其
他　
　

又
秀
英
舎
に
よ
り
帰
る

　
　

夜
俳
句
選

〔
入
〕
東
儀
よ
り
ヘ＊

ル
マ
ン
校
正
料　
　

３
０
、５
０

〔
出
〕
二
葉
幼
稚
園
ク
リ
ス
マ
ス　
　
　
　

１
、０
０

　
　

買
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
、０
０

【
注
】
＊
ヘ
ル
マ
ン
…
『
へ
る
ま
ん
ど
と
ろ
て
あ
』（
独
逸
語
学
雑
誌
社
、
明
治
三
十
八
年

一
月
）
で
あ
ろ
う
。
表
紙
に
は
「
げ
ー
て
作　

小
笠
原
昌
齊
訳
述
」「
巖
谷
小
波　

山
口
小
太
郎
共
閲
」
と
あ
る
。「
発
行
兼
編
輯
者
」
は
東
儀
季
治
。
訳
者
の
「
こ
と

わ
り
」
に
は
、「
山
口
大
人
の
当
否
を
検
み
し
給
ひ
し
う
へ
に
、
小
波
大
人
の
筆
を



一
四

加
へ
ら
れ
た
る
さ
へ
あ
れ
ば
、
此
道
の
初
学
者
が
原
書
研
究
の
栞
に
も
な
ら
ん
か

と
」
云
々
と
あ
る
。

十
二
月
二
十
七
日
（
火
）　
晴

午
前
九
時
後
出
勤

午
後
二
時　

加
藤
氏
へ
皇
孫
殿
下
写
真
返　

元
園
町

に
赴
く　

此
間
武
内
氏
来
訪　

木
沢
托
の
勅
語
代
持
参

四
時
皆
香
園　

白
人
會
々
者
十
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
半
散

〔
入
〕
太
、
女
、
文　
　
　

７
８
、０
０

〔
出
〕
白
人
會　
　
　
　
　
　

１
、３
０

　
　

丸
善　
　
　
　
　
　
　

３
、６
０		



十
二
月
二
十
八
日
（
水
）　
晴

九
時
出
勤　

日
露
戦
史
第
八
本
文
艸
了

午
後
五
時　

青
年
會
館
給
仕
歓
迎
ク
リ
ス
マ
ス
に
赴
く

江
原
翁
及
余
口
演
（
木
の
傀
）　

八
時
帰

勇
子
朝
よ
り
不
快　

三
四
も
亦

〔
入
〕
中
学　
　
　
　
　

１
３
、０
０

〔
出
〕
高
階　
　
　
　
　

１
５
、０
０

　
　

弁
当
代
の
中　
　
　

２
、６
５

　
　

本
□
へ
筆
記
代　
　

□
、０
０

十
二
月
二
十
九
日
（
木
）　
晴

【
三
行
あ
き
】

九
時
出
勤　

途
北
村
氏
歳
暮
、
加
藤
に
よ
る

午
後
三
時
桂
舟
に
よ
り　

四
時
帰

夜
木
曜
會　

蕎
麦
、
初
笑

〔
入
〕
燈　
　
　
　

１
２
０
、０
０

　
　

歳
暮　
　
　

２
５
０
、０
０

　
　

画
報　
　
　
　

１
０
、０
０

　
　

日
報
俳
句　
　
　

３
、０
０

〔
出
〕
北
村　
　
　
　
　

１
、０
０

　
　

勇
へ　
　
　

３
５
０
、０
０

十
二
月
三
十
日
（
金
）　
晴

午
前　

三
一
と
歯
療＊

治

午
後　

木
村
氏
来　

年
始
葉
書
認　

廬
来

　
　

木
村
夕
食
後
去

　
　

夜　

中
沢
、
岡
野
来

〔
入
〕
中
央
俳
句
選　
　
　

１
０
、０
０

【
注
】
＊
療
…
初
め
「
料
」
と
記
し
て
消
し
、
右
欄
外
に
「
療
」
と
訂
し
て
い
る
。

十
二
月
三
十
一
日
（
土
）　
晴

午
前
在
宿
、　

三
越
洋
服
店
籾
山
来　

歳
暮
反
物

午
後　

土
屋
香
葉
来

歯
療
治
後
元
園
町
に
よ
り　

四
時
博
文
館
ニ

よ
り　

田
村
、
白
牡
丹
買
物

六
時　

新
橋
に
加
藤
新
婦
を
携
へ
門
司
へ

赴
任
を
送
る
、
壺
屋
食
事
、
六
時
帰

〔
出
〕
白
牡
丹　
　
　

４
、１
０

　
　

帽
子　
　
　
　

４
、２
５

　
　

つ
ぼ
や　
　
　
　

、８
２

　
　

歯
―
―　
　
　

１
、６
０

―
【
明
治
三
十
七
年
末
尾
】

―


